
一
、
は
じ
め
に

私
は
、（
株
）
長
崎
経
済
研
究
所
（
十
八
銀
行
の
関
連
会
社
）
で
「
長
崎
歴
史
文
化
協

会
」
お
よ
び
「
長
崎
日
本
ポ
ル
ト
ガ
ル
協
会
」
の
事
務
局
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
最
初

に
、
今
回
の
研
修
会
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
ま
た
『
な
が
さ
き
の
空
』
で
の
報
告

の
機
会
を
与
え
て
い
た
だ
い
た
こ
と
に
、
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
両
協
会
で
は
年
一
回
、
共
催
に
て
「
キ
リ
シ
タ
ン
史
跡
研
修
会
」
を
実

施
し
て
お
り
、
今
年
度
は
去
年
の
十
一
月
二
十
七
日
（
土
）、
会
員
四
十
名
が
参
加
し
、

南
高
加
津
佐
、
口
之
津
両
町
に
残
る
キ
リ
シ
タ
ン
の
史
跡
を
巡
り
、
神
父
達
の
布
教
お

よ
び
信
者
に
対
す
る
迫
害
な
ど
の
歴
史
や
両
町
に
伝
わ
る
伝
説
な
ど
を
学
ん
だ
。

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
研
修
会
を
振
り
返
り
、
そ
の
足
取
り
を
再
現
し
て
み
よ
う
と
思

う
。

二
、
加
津
佐
・
口
之
津
キ
リ
シ
タ
ン
史
跡
を
さ
る
く

越
中
哲
也
先
生
を
団
長
と
す
る
一
行
は
、
朝
八
時
半
に
長
崎
を
出
発
し
、
加
津
佐
史

談
会
長
福
田
八
郎
先
生
と
待
ち
合
わ
せ
場
所
の
小
浜
へ
と
向
か
っ
た
。

福
田
先
生
と
い
え
ば
、
六
月
に
開
催
し
た
「
キ
リ
シ
タ
ン
歴
史
文
化
研
究
会
」
で

『
加
津
佐
を
中
心
に
し
た
キ
リ
シ
タ
ン
遺
跡
に
つ
い
て
』
と
い
う
テ
ー
マ
で
講
演
を
い
た

だ
い
た
方
で
あ
り
、
そ
の
福
田
先
生
に
加
津
佐
を
案
内
し
て
い
た
だ
け
る
と
は
な
ん
と

贅
沢
な
企
画
な
の
だ
ろ
う
か
と
思
っ
た
。

福
田
先
生
が
バ
ス
に
乗
り
込
ん
で
来
ら
れ
た
。
い

よ
い
よ
史
跡
研
修
会
の
始
ま
り
で
あ
る
。
そ
の
前
に

福
田
先
生
に
は
、
今
回
色
々
な
面
で
大
変
お
世
話
に

な
り
、
誌
上
を
お
借
り
し
て
御
礼
を
申
し
上
げ
た
い
。

今
回
の
コ
ー
ス
を
簡
単
に
紹
介
し
て
お
こ
う
。
花

房
展
望
所
を
ス
タ
ー
ト
し
、
加
津
佐
古
城
之
跡
〜

巌
吼
寺

が
ん
く
う
じ

〜
白
浜
キ
リ
シ
タ
ン
墓
地
〜
山
田
右
衛
門
作

え

も

さ

く

住
居
跡
〜
南
蛮
船
来
航
の
地
〜
口
之
津
資
料
館
〜
須

崎
キ
リ
シ
タ
ン
墓
地
の
順
に
見
学
し
て
回
っ
た
。

（
一
）
加
津
佐
古
城
之
跡
に
て

こ
こ
は
、
今
回
の
史
跡
研
修
会
の
中
で
も
っ
と
も
注
目
す
べ
き
場
所
で
あ
っ
た
。
と

い
う
の
は
、
わ
が
国
最
初
の
洋
式
金
属
活
字
本
『
サ
ン
ト
ス
の
御
作
業
の
内
抜
書
』
と

い
う
ロ
ー
マ
字
に
よ
る
日
本
文
の
聖
人
伝
抜
粋
が
一
五
九
一
年
出
版
さ
れ
た
と
さ
れ
る
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の
跡
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

ま
ず
、
長
崎
史
談
会
の
幹
事
で
古
代
城
跡
研
究
家
で
あ
ら
れ
る
荒
濱
茂
先
生
が
「
こ

の
竹
林
は
、
矢
竹
と
い
っ
て
い
ざ
と
い
う
時
の
武
器
に
使
用
し
た
も
の
。
ま
た
、
城
壁

の
一
部
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
石
垣
は
恐
ら
く
一
五
〇
〇
年
代
の
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

さ
ら
に
は
、
北
西
の
方
角
に
開
け
て
い
る
こ
と
か
ら
も
砦
を
築
く
の
に
は
最
適
の
場
所

と
考
え
ら
れ
る
」
等
と
説
明
さ
れ
た
。
続
い
て
、
福
田
先
生
は
「
公
の
場
所
で
あ
り
、

居
住
区
を
伴
っ
て
い
た
は
ず
で
あ
り
、
そ
う
い
う
処
に
神
学
院
が
移
転
し
て
き
た
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
こ
こ
へ
の
道
は
一
ヶ
所
し
か
な
く
、
海
辺
に
出
口
の
あ
る
、

心
の
慰
安
に
適
し
た
場
所
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
」
と
解
説
さ
れ
た
。
さ
ら

に
、
純
心
大
学
の
片
岡
留
美
子
教
授
が
「
こ
れ
だ
け
の
広
さ
が
あ
れ
ば
、
百
数
十
名
い

た
と
さ
れ
る
宣
教
師
や
生
徒
た
ち
の
学
院
と
し
て
は
十
分
だ
と
思
わ
れ
る
」
と
話
さ
れ

た
。
こ
う
し
た
諸
先
生
方
の
発
言
を
受
け
て
、
最
後
に
越
中
先
生
が
「
城
の
あ
っ
た
位

置
や
形
状
、
敷
地
の
広
さ
、
ま
た
近
く
に
キ
リ
シ
タ
ン
ゆ
か
り
の
建
物
等
が
あ
っ
た
と

さ
れ
る
こ
と
か
ら
総
合
し
て
考
え
る
と
、
か
つ
て
こ
こ
に
は
コ
レ
ジ
ョ
が
あ
っ
た
と
推

測
さ
れ
る
」
と
締
め
く
く
ら
れ
た
。

先
生
方
の
こ
う
し
た
や
り
取
り
を
聞
き
な
が
ら
、
私
は
何
か
大
発
見
を
し
た
か
の
よ

う
な
感
動
す
ら
覚
え
な
が
ら
必
死
に
メ
モ
を
取
っ
て
い
た
。

（
二
）
巌
吼
寺

が
ん
く
う
じ

（
加
津
佐
）
に
て

岩
戸
山
の
ふ
も
と
に
あ
る
こ
の
お
寺
は
、
曹
洞
宗
明
峰
派
・
大
智
禅
師
が
開
創
し
た

円
通
寺
の
流
れ
を
く
む
お
寺
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
寺
の
裏
山
に
は
大
智
禅
師
の

石
像
が
あ
り
、
そ
の
途
中
に
猿
を
刻
ん
だ
塔
が
あ
る
。
地
元
の
人
は
「
お
猿
の
墓
」
と

呼
ん
で
い
る
そ
う
だ
が
、
こ
れ
は
次
の
よ
う
な
伝
説
に
由
来
し
て
い
る
こ
と
を
学
ん
だ
。

そ
の
伝
説
と
は
「
む
か
し
、
岩
戸
山
に
は
た
く
さ
ん
の
猿
が
住
ん
で
い
た
。
大
智
禅
師

が
座
禅
石
の
上
で
目
を
閉
じ
て
座
禅
を
く
ん
で
い
る
と
、
い
つ
も
一
匹
の
小
猿
が
や
っ

て
来
て
行
儀
よ
く
並
ん
で
座
っ
て
い
た
の
で
、
禅
師
も
大
変
可
愛
が
っ
て
い
た
。
そ
こ

へ
や
っ
て
来
た
百
姓
が
こ
れ
を
見
て
、
小
猿
を
か
ら
か
っ
て
や
ろ
う
と
思
い
、
岩
か
ら

海
へ
飛
び
込
む
真
似
を
し
て
す
ぐ
下
の
松
ノ
木
に
ぶ
ら
さ
が
っ
た
。
小
猿
は
そ
ん
な
事

と
は
知
ら
ず
、
百
姓
の
真
似
を
し
て
海
へ
ザ
ブ
ン
と
飛
び
込
ん
で
し
ま
っ
た
の
で
、
泳

げ
な
い
小
猿
は
そ
の
ま
ま
沈
ん
で
し
ま
っ
た
。
大
智
禅
師
は
大
変
か
わ
い
そ
う
に
思
い
、

小
猿
の
姿
を
石
に
刻
ん
で
こ
の
墓
を
建
て
た
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

（
三
）
南
蛮
船
来
航
の
地
（
口
之
津
）
に
て

一
五
六
三
年
、
有
馬
義
貞
の
招
き
に
よ
っ
て
、
ル
イ
ス
・
デ
・
ア
ル
メ
イ
ダ
が
口
之

津
に
教
会
を
開
設
し
、
翌
年
ト
ー
レ
ス
神
父
は
そ
こ
へ
移
り
、
口
之
津
は
一
時
キ
リ
シ

タ
ン
た
ち
の
本
部
と
な
っ
た
。
一
五
六
七
年
、
最
初
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
船
が
口
之
津
に
入

港
し
た
。
ま
た
、
一
五
七
九
年
に
は
、
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
神
父
が
上
陸
し
、
こ
の
地
で

セ
ミ
ナ
リ
ヨ
の
会
則
な
ど
を
編
纂
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。
一
五
八
二
年
ま
で
に
入
港
し

た
ポ
ル
ト
ガ
ル
船
は
7
隻
を
数
え
、
当
時
の
口
之
津
港
は
南
蛮
貿
易
港
と
し
て
栄
え
た
。

今
や
石
碑
を
残
す
の
み
で
あ
る
が
、
往
時
の
繁
栄
ぶ
り
を
口
之
津
町
立
「
歴
史
民
俗

資
料
館
・
海
の
資
料
館
」
で
見
る
こ
と
が
で
き
た
。
現
在
は
、
開
田
公
園
と
し
て
整
備

さ
れ
、
パ
ル
テ
ー
ル
広
場
や
多
目
的
広
場
・
休
憩
所
を
兼
ね
た
展
望
所
・
浸
水
対
策
の

整
備
池
を
利
用
し
た
園
路
広
場
は
、
異
国
情
緒
あ
ふ
れ
る
景
観
と
自
然
環
境
に
配
慮
し

た
公
園
と
な
っ
て
お
り
、
平
成
十
二
年
に
は
建
設
大
臣
賞
を
受
賞
し
て
い
る
。

（
四
）
須
崎
キ
リ
シ
タ
ン
墓
地
（
加
津
佐
）
に
て

こ
こ
の
共
同
墓
地
に
は
6
基
の
キ
リ
シ
タ
ン
墓
碑
が
あ
り
、
う
ち
3
基
が
県
指
定
史

跡
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
は
『
九
州
の
キ
リ
シ
タ
ン
墓
碑
』
の
著
者
・
荒
木
英
一

先
生
の
出
番
で
あ
る
。
同
先
生
か
ら
は
、「
浮
彫
カ
ル
ワ
リ
オ
十
字
紋
入
り
平
蓋
石
型
で
、

縦
六
一
セ
ン
チ
、
横
幅
八
三
セ
ン
チ
と
横
長
の
墓
碑
は
、
九
州
一
円
で
も
類
例
が
な
い

も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
蒲
鉾
型
で
、
正
面
軸
部
一
重
の
縁
ど
り
を
持
つ
浅
い
窪
み
を
つ

け
、
慶
長
十
八
年
□
月
二
日
　
年
二
重
九
　
石
村
寸
と
草
書
体
で
刻
ん
で
い
る
」
な
ど

の
説
明
を
受
け
た
。

三
、
お
わ
り
に

こ
う
し
て
実
際
に
現
地
で
の
研
修
会
に
参
加
し
、
そ
の
時
々
で
い
ろ
ん
な
方
面
の
先

生
方
か
ら
歴
史
や
伝
説
な
ど
を
教
え
て
い
た
だ
き
、
ま
た
ひ
と
つ
知
識
が
増
え
た
と
思

う
と
何
故
か
楽
し
く
な
っ
て
く
る
。
本
来
、
歴
史
の
勉
強
と
は
そ
う
い
う
も
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

お
昼
に
い
た
だ
い
た
あ
ら
か
ぶ
の
味
噌
汁
の
お
い
し
さ
を
思
い
出
し
な
が
ら
、
一
行

は
有
明
海
に
沈
む
き
れ
い
な
夕
日
を
背
に
加
津
佐
を
後
に
し
た
。

最
後
に
、
帰
り
の
車
中
で
越
中
先
生
か
ら
、
次
回
は
外
海
方
面
に
行
く
こ
と
が
発
表

さ
れ
る
と
、
拍
手
が
起
き
歓
声
が
湧
き
上
が
っ
た
。
午
後
六
時
、
予
定
通
り
長
崎
に
到

着
。
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
大
変
お
疲
れ
様
で
し
た
。

｜
｜
｜
｜
｜
｜

○
今
年
の
「
大
寒
」
は
暦
ど
お
り
「
お
お
寒
」
で
し
た
が
、
節
分
（
二
月
三
日
）
の

「
鬼
火
だ
き
」
も
、
先
年
来
長
崎
名
物
に
な
っ
た
「
ラ
ン
タ
ン
F
」
も
盛
会
で
あ
り
、

全
て
目
出
度
き
新
春
の
出
発
で
し
た
。

○
本
年
の
新
春
の
集
い
の
時
、
本
会
の
中
国
研
修
旅
行
会
の
原
田
正
美
会
長
よ
り
「
今
年

は
先
年
来
延
期
し
て
き
た
「
チ
ベ
ッ
ト
研
修
旅
行
」
を
八
月
末
に
実
施
し
ま
す
と
の
発

表
あ
り
、
長
崎
刺
繍
研
究
会
の
嘉
勢
会
長
よ
り
「
第
二
回
長
崎
刺
繍
の
ル
ー
ツ
を
訪
ね

る
会
」
を
三
月
三
十
一
日
よ
り
四
月
四
日
ま
で
中
国
刺
繍
発
祥
地
開
封
を
中
心
に
し
た

地
区
を
見
学
す
る
と
の
由
。（
共
に
参
加
希
望
者
は
事
務
局
上
田
ま
で
連
絡
下
さ
い
）

○
長
崎
雇
用
能
力
セ
ン
タ
ー
と
長
崎
中
学
校
の
御
依
頼
で
旧
正
月
元
旦
に
当
る
二
月
四

日
午
後
二
時
よ
り
二
年
生
全
員
の
「
立
志
式
」
を
開
催
す
る
の
で
「
十
四
才
と
い
う

節
目
に
ふ
さ
わ
し
い
」
話
を
す
る
よ
う
依
頼
を
う
け
た
。
思
え
ば
、
昭
和
二
十
三
年

一
月
十
五
日
最
初
の
長
崎
市
成
人
式
が
あ
っ
た
時
、
私
が
当
時
、
長
崎
市
連
合
青
年

団
長
と
い
う
事
も
あ
っ
て
、
会
場
に
は
三
菱
会
館
（
出
島
）
を
借
用
し
挨
拶
さ
せ
ら

れ
た
事
を
思
い
出
し
、
私
自
身
の
人
生
の
移
り
変
り
を
話
さ
せ
て
戴
い
た
。

○
長
崎
大
学
の
若
木
太
一
教
授
、
姫
野
順
一
教
授
の
御
連
名
で
故
安
田
克
廣
教
授
の
御

功
績
を
中
心
に
編
集
さ
れ
た
「
幕
末
維
新
」
を
い
た
だ
い
た
。
同
誌
に
は
安
田
教
授

が
開
拓
さ
れ
た
「
幕
末
・
明
治
初
期
に
我
が
国
に
移
入
さ
れ
た
科
学
意
識
（
写
真
術
）

を
中
心
に
日
本
の
近
代
化
の
研
究
に
新
分
野
」
が
述
べ
ら
れ
て
い
た
。
而
も
そ
れ
が

長
崎
を
中
心
に
展
開
さ
れ
て
い
て
私
達
に
は
大
い
に
参
考
と
な
っ
た
。（
明
石
書
店

刊
・
二
五
〇
〇
円
）

○
長
崎
純
心
大
学
「
長
崎
学
研
究
・
第
七
号
」（
長
崎
と
中
国
山
東
文
化
・
出
島
研
究
・

シ
ー
ボ
ル
ト
研
究
　
越
中
哲
也
氏
・
宮
坂
正
英
教
授
共

著
）
と
「
な
が
さ
き
の
空
・
第
十
六
集
」
発
刊
さ
れ
ま

し
た
。
希
望
者
は
事
務
局
ま
で
（
無
料
・
送
料
別
）

風
信

二
七
一
号

平
成
十
七
年
二
月
二
十
日

「
キ
リ
シ
タ
ン
史
跡
研
修
会
」に
参
加
し
て
石
橋
　
隆
幸

研修会参加の方々（加津佐古城之跡）


